
（別紙様式１） 

 

令和７年度 児童生徒体力つくり推進計画書（小学校用） 
～元気パワーアップ作戦～ 

 

                                            学 校 名  敦 賀 西 小 学 校  

                                                                                       

 

 

 

             

＜本校の体力向上の取組みについて＞ 

○体力テストの結果をふまえ、各学団で、重点目標を取り上げ意識して強化を図る。特

に、昨年度課題として挙げられた、握力や柔軟性、瞬発力を高める運動に時間をかけ

て取り組む。 

（目標値:昨年度平均から、握力＋0.5ｋｇ、長座体前屈＋5ｃｍ、50ｍ走－0.5秒） 

・準備運動として、ランニングや体つくり運動、体ほぐし運動を工夫して行う。 

・主運動につながる運動として、コーディネーショントレーニング等を取り入れ巧緻

性の向上を図る。 

  ・外遊びを推奨する。竹馬や一輪車、雲梯の利用を促したり、鉄棒補助具を常設した

りする等、多様な運動に取り組める機会を増やす。 

 

＜児童の運動習慣の育成について＞ 

○業間運動は、全校を１･３･６年と２･４･５年の半分に分けて実施する。どの学年も１

週間に２回マラソンや大縄、なわとびに取り組めるようにし、体力の維持、向上を図

る。 

 ・雨や高温により外での活動ができないときも、別日に全校で取り組む日を設定した

り、体育館で「はぴりゅうスポーツ広場」に取り組んだりする等、実施方法を工夫

して、継続した運動機会を確保する。 

○体育的行事では、各自で目標設定ができるようにして挑戦する機会を与え、やり遂げ

る喜びを味わえるようにする。 

 ・マラソン大会前に強化週間を設け、特別なマラソンカードを配付する。試走や朝マ

ラソンを通して目標の再設定をすることで意欲の向上を図る。(自己目標達成90％) 

 ・体育委員会の児童が集会や○○大会、業間○○を企画して実施することで、授業や

体育的行事以外でも主体的に運動に取り組む機会を設定する。 

○体育館へのWi-Fi設置により利用できるようになったタブレットを活用していく。 

大型テレビと連携させ、動画やふり返りを共有することで「できる」「わかる」に 

つなげる。 

 

＜その他＞ 

○保健領域では養護教諭や栄養教諭と連携して実習を行い、健康教育の充実を図る。 

○体育的行事では、ＰＴＡ保健体育部を中心に協力を依頼し、保護者の方や地域の方 

と連携しながら取り組む。 

 

「やりぬく子」の育成（たくましい気力と体力を育む） 
―挑戦機会と達成経験の創出・根気力を育む継続的な体力づくりの推進― 
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（別紙様式１） 

 

令和７年度 児童生徒体力つくり推進計画書（小学校用） 
～元気パワーアップ作戦～ 

 

                                            学 校 名   敦賀市立敦賀南小学校                            

 

 

 

             

 

＜本校の体力向上の取組みについて＞ 

 ・体力テストの２０ｍシャトルランの結果から持久力の低下がみられた。また、昨年度暑い日

が多く続いたため、業間マラソンの実施回数も減った。そのため、今年度は業間運動のマラ

ソン実施回数を週１回から２回に増やした。他にも、秋に行うマラソン大会以降も業間マラ

ソンを継続して体力向上を目指すとともに、屋外で運動する活動を多くしていく。 

 ・昨年度から体育大会を「体育祭」と名称を変更し、学校全体で楽しめる行事として取り組

んでいる。 

 

   

＜児童の運動習慣の育成について＞ 

・昨年度から昼休みの校庭使用割当学年を廃止し、毎日どの学年でも校庭で遊ぶことがで

きるようにした。しかし、低学年と高学年が校庭でサッカーをする際に、サッカーゴールが１

つしかないため、低学年がサッカーをやりにくい環境だった。簡易サッカーゴールを購入し、

主に低学年が使用できるようにすることで、校庭で運動する児童が増えるようにした。 

 

 

＜その他＞ 

 ・職員が外に出て、児童と一緒に遊ぶ姿が見られる。 

 ・プール学習では、保護者ボランティアの協力を得て、監視の目を増やし、安全に楽しく活動

できる環境を整えている。 

 ・毎日持ち帰るタブレットのスクリーンタイムを学校で設定し、学年によってスクリーンタイムを

調節し、長時間使用の制限をしている。 

 ・食生活や睡眠時間、感染症予防については、養護教諭からも発育測定の際に、随時指導し

ている。 

 ・運動をするきっかけの一つとして、はぴりゅうスポーツ広場を活用している。委員会で活用方

法の例を取り上げ、全校に周知していく。 

 

 

自ら運動に親しむ児童を増やし、楽しみながら体力の向上をねらう 
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敦賀市立角鹿小学校

○基礎体力の向上（体力テストの結果をふまえて） 
・体育の準備体操後に、柔軟性を高める運動や補強運動を継続的に取り組んだり、指導を

簡潔にしたりするなどして、１時間の授業の中での運動量を増やす。また、ゲームの時

間を確保し、楽しむ中で投能力が身に付くようにする。 
・ＩＣＴ機器を活用し、自分の動きを確認したり、お手本の動画を視聴したりしながら主

体的に活動に取り組めるようにする。 

○体育専門教員との連携 
・小中一貫校であるという特性を活かし、中学校の体育科教員とも連携しながら教材研究

に取り組み、児童がより運動が好きになるよう指導を工夫して行う。

○毎週２回、１回につき業間運動の時間１５分間設け、運動時間を確保する。 

 ・各学年を「マラソン」グループと「なわとび」グループに分けて交互に行う。 

 ・はぴスポを活用し、各自が目標を設定し、継続的に取り組んでいけるよう働きかける。 

○休み時間を有効活用するために、廊下やオープンスペースを活用してなわとびを行う。 

○昼休みには体育館・グラウンド・中庭を開放し、運動する場所を確保する。どのクラスも

毎日いずれかのスペースが使えるように割り当てる。 

○グラウンド用サッカーボールとソフトバレーボール１つ、廊下用長縄１本をクラスに通年

で貸し出し、集団で体を動かすことができる環境を整える。 

○児童会役員や体育委員会を中心に、苦手な子も前向きに参加できるような運動や遊びを企

画し実施できるようにする。 

○縦割り班で遊びを行う。異学年交流を通して、助け合いながら楽しんで運動をする機会と

なるようにする。 
○養護教諭や栄養教諭、生徒指導主事などと連携し、日々の生活リズムや食生活などの健康

教育に努める。 
○家庭と連携し、長期休業中は生活の仕方を振り返るためのチェック表を活用する。

運動大好き！元気な角鹿っ子 







 





 

                                          



（別紙様式１） 

 

令和７年度 児童生徒体力つくり推進計画書（小学校用） 
～元気パワーアップ作戦～ 

 

                                            学 校 名      敦賀市立粟野小学校        

 

 

 

        

     

＜本校の体力向上の取組みについて＞ 

・昨年度の体力テストの結果から、握力、シャトルラン、ボール投げに課題があると分かった。県平

均の記録よりも超える種目を一つでも多くできるようにしたい。 

（例：握力平均 5年男子 16.91kg以上 5年女子 16.46kg以上） 

・授業の導入で、鬼ごっこや３分間走、なわとびなど持久力や機敏性を高める活動を取り入れる。

また、体操の中にグーパー運動を取り入れ、鉄棒や登り棒など握力・体幹強化につながる運動

を積極的に行う。 

・ボール投げの苦手な児童に正しい投げ方の指導をし、投げる経験を積ませる。体育館器具庫に

ボール投げに適したボールを常時置くことで、授業で手軽に使えるようにする。 

・学年に応じて準備体操・ストレッチを効果的に行い、ケガの防止、柔軟性を高める。 

 

＜児童の運動習慣の育成について＞ 

・朝スポーツとして、学年ごとに校庭や体育館を割り当て、マラソンや変則ダッシュ、鉄棒や肋木な

どの遊具を使った運動を行う。 

・定期的に３０分間のスーパー昼休みを設け、学級遊びやたてわり遊びなどを行い、運動を通し 

て異学年との交流の機会をつくる。 

・はぴりゅうスポーツ広場の活用を学級活動や授業だけではなく、長期休暇での活用を促し、自

分で目標を立て記録更新を目指したり、仲間と楽しんで運動したりするきっかけを作っていく。 

・３年生以上は保健の授業において、児童に起こりやすいケガや病気のことについて、具体例を挙

げながら分かりやすく指導する。 

 

＜その他＞ 

・校区の社会体育（野球・ソフトボールなど）の活動について、児童に積極的に伝えることで、興

味・意欲を高める。 

・ICT機器の、自身や友だちの動きを確認したり比較したりできる利点を生かして、思考力・判断力

向上につなげる。 

・体育館に体力テストやマラソン大会の記録を掲示し、意欲づけを図る 

 

 

 

楽しく運動をおこなう子、自分の力を高めようと努力する子の育成 
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令和７年度 児童生徒体力つくり推進計画書（小学校用） 
～元気パワーアップ作戦～ 

 

                                            学 校 名 敦賀市立黒河小学校           
                                                                                       
 

  

＜本校の体力向上の取組みについて＞ 

○朝の運動として、マラソン（１学期・２学期前半）・縄跳び（２学期後半）に取り 

組み、体力の向上や運動に関する思考力・判断力を養う。また、児童が意欲的に取り 

組めるように縄跳びチャレンジカード、マラソンカードなどを用いる。雨天時には、 

「はぴりゅうスポーツ広場」を活用し、室内でもできる運動に取り組む。 

○本校独自の準備運動メニュー（元気ッズ体操）を活用し、心拍数を上げ柔軟性を高める 

ことで怪我防止に努める。 

○握力が全体的に弱いので、補強運動(グーパー体操)を授業の中に取り入れ強化する。 

また、長座体前屈の平均が全国を下回っているので、「はぴりゅうスポーツ広場」や 

授業の中での柔軟運動を増やし、全身の柔軟性のアップにつなげる。 

 

＜児童の運動習慣の育成について＞ 

○夏季休業前に、全校でラジオ体操を練習する時間を持ち、それぞれの運動の意味に 

ついて自覚させる。また、休日にも各自が目標を明確にもって多種の運動に積極的に 

取り組めるように、「はぴりゅうスポーツ広場」の活用を促し、家庭への体力向上の啓

発を行う。 

○マラソン大会や縄跳び記録会を実施し、競い合うことの楽しさや記録へ挑戦すること 

への喜びを感じさせながら、運動の日常化を図る。 

○体育学習発表会では、学級単独では経験できない運動や集団表現運動に親しむ機会を 

設ける。全校種目や地域に伝わる民謡踊りも取り入れる。 
 

＜その他＞ 

○全校では、毎週水曜日の｢せいけつ検査｣、３年生以上では、県の｢生活と学習に関する調

査｣も実施し、学校・学級全体の生活実態を把握する。そして、家庭との連携のもと、健

康的な生活を目指した一人一人の生活改善に努める。そのために、懇談会で各担任が調

査をもとに保護者と話し合う場を設ける。 

○保健領域では、必要に応じて養護教諭とのティームティーチングを実施し、体力だけで

なく、健康的な生活や生涯体育に関する意識を高める。 

 

本校児童の弱みを補強するため、チャレンジカード（マラソン・なわとび・はぴりゅう 

スポーツ広場など）の活用し、児童が自ら意欲を持って体力づくりに取り組めるように 

する。 


